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要  旨 

本稿では，人生 100 年時代と言われるこれからの時代に有意義なキャリア教育とは何か，という問題意識に基づいて，そのプ

ロセスの一端の解明を試みるものである。研究の方法としては，キャリア教育を中心とする学校づくりに焦点を当て，所属校

の教員を対象にしたアクションリサーチと児童を対象とした授業実践を通して，教員と児童のキャリア意識を調査し，キャリア意識

の変容を分析し，考察した。その上で，ライフキャリア教育推進をめぐる今後の目指す方向性について提案した。 
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Ⅰ 問題意識と目的 

 
教育現場にキャリア教育が導入されて 20 年が経過した。筆者は，中学校教員時代にキャリア教育や

進路指導を行う中で，生徒たちが人生をどのように考えて将来設計をし，どのように生きていきたいの

かを考えさせてきた。しかし現場では，キャリア教育を文部科学省（2018）が提唱する社会的・職業的

自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を身に付けるための教育（ライフキャリア）ではなく，職業

教育（ワークキャリア）として捉える教員が少なくないように思われる。また，「人生 100 年時代」と

言われるこれからの時代は，不確実で曖昧であり，将来設計をすることが極めて困難である。「人生 100
年時代」を生きる中で，職業生活は従来の 3 ステージからマルチステージへ変化していくことが予想さ

れており，子どものキャリア形成にも大きく影響するものと考えられる（L.Gratton 2016）。では，これ

からの時代に有意義なキャリア教育とはどのようなものであり，どのように実践すればいいのだろうか。 
以上のような問題意識をもとに，本研究では，キャリア教育を中心とする学校づくりに焦点を当て，

所属校の教員を対象にしたアクションリサーチと児童を対象とした授業実践を通して，教員と児童のキ

ャリア意識について調査・分析する。その上で，人生 100 年時代を生きる子どもたちに有意義なキャリ

ア教育とその課題は何かを明らかにする。 
 
Ⅱ 人生 100 年時代を生き抜くためのキャリア理論 

 

１ 人生 100 年時代において目標達成型キャリアは有効か？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

表１ キャリア形成の特徴（筆者作成） 

                                                         

＊三重県桑名市立光陵中学校 主幹教諭 

＊＊三重大学大学院教育学研究科 
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村山（2018）によると，キャリア形成は「登山型」と「トレッキング型」の 2 つのタイプに分けるこ

とができる。前者は「目標達成型」，後者は「展開型」として整理することができる。また，もう一つ

のタイプとして，「漂流型」を付け加えて整理したものが表 1 である。 
「目標達成型」とは，唯一絶対の目標を立てて，脇目も振らずその達成を目指すタイプである。「計

画的に，意図的につくりにいくキャリア」であり，現行のキャリア教育において重要視されており，個

人の夢や目標に基づき，人生を逆算して考え，今やるべきことをするキャリア形成である（村山 2018）。
これは児美川の「夢追い型」に相当している。しかし，不確実で曖昧な人生 100 年時代において，キャ

リアを形成していくうえで，「目標達成型」は「子どもたちの将来に対する視野を狭めてしまう」とい

う課題を抱えるため，これからの時代に適したモデルとは言い難い。そこで筆者は「展開型」こそが，

これからの時代に適したキャリア形成だと仮定する。 
以下では，「展開型」の基礎となる重要な理論枠組みについて検討してみよう。 

 
（1）プロティアン・キャリア（D.Hall 1976） 

プロティアン・キャリアとは，社会の変化に応じて柔軟に変わることのできる変幻自在なキャリアで

ある（Hall 1976）。キャリアは，所属する組織の中で形成されるだけでなく，時代とともに個人の必要

に見合うように変更するものである。 
プロティアン・キャリア形成の軸となるアイデンティティ（自己理解）とアダプタビリティ（課題適

応力）は，子どもに身につけさせたい資質・能力である（田中 2021）。 
 
（2）計画的偶発性理論（J.D.Krumboltz 1999） 

計画的偶発性理論では，職業生活（や人生）は夢や目標に基づく必然性ではなく，「偶然」の出来事

や出会いによって決まっていくことのほうが多いと考える（Krumboltz 2005）。この理論では，将来は簡

単に予測できないことが普通であるため，目標や計画に縛られ過ぎず，偶然を積極的に創り出して自己

の潜在的可能性を大きく開くことを大切にする。そのための行動特性として，①好奇心，②持続性，③

楽観性，④柔軟性，そして⑤冒険心をもってキャリアを切り拓くしなやかさが重要になる。 
 
２ 本研究におけるキャリア教育の捉え 

 本研究では，中教審答申（2011）や田中（2019）を参考に，キャリア教育を以下のように定義する。 
 
 
 
 
 
Ⅲ 児童と教員のキャリア意識に関する調査 

 
１ 調査の概要 

本研究の対象は，①有志教員，②管理職，③６年生児童である。研究の方法は，参与観察，半構造化

インタビュー，リフレクションシート（OPPA）の活用である。 
現任校では，教員のキャリア教育の認識に対する実態を把握した。その上で，教員を対象とした月 1

回のキャリア学習会の開催や授業

実践に向けた協働的な授業づくり

に取り組み，筆者が教員に働きかけ

ること（アクションリサーチ）や６

年生の授業実践を行うことで，教員

と児童のキャリア意識がともに高

まるという，両者の相乗効果の観点

を意識したデータ収集および質的

な分析を行った（表 2）。 

生涯にわたって「幸せの在り方」を探求するために必要な能力を育てることを通して，自分らしい

生き方を促す教育。 

表 2 調査方法 
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２ 調査結果 

（1）教員を対象としたアクションリサーチ 

計 6 回のキャリア学習会の中で，ポイントと

なったのは「キャリア理論について」をテーマ

とした第 4 回であった（実施日：2022 年 7 月 26
日，参加者：14 名（任意））。第 4 回の学習会で

は，対象となる児童 2 名を挙げ，教育相談のロ

ールプレイを通してキャリア理論を紹介した。

まずは，学習会後の教員のリフレクションから

特徴的な記述を紹介する。 
 
【教員のリフレクションから得られた気づき】 
図 1 の教員は，子どもに選択肢の幅を広げさ

せることの重要さに気づいている。今までは

「目標達成型」の意識が強かったが，本学習会

で「展開型」について知ることで，過去の自分

の指導を振り返り，子どもの選択肢を広げるこ

とに気づいているのである。 
 
 

図 2 の教員は，夢や目標がない児童に対するア

プローチの仕方がわからず困り感を持っていた

が，「展開型」の話を聞いて，アプローチの仕方に

気づいた。知らぬうちに，子どもへ夢や目標を持

たせるという価値観が自身の中にあったことに気

づき，「展開型」の価値観が生まれたことで，キャ

リア意識の深まりがあった。学習後の実践へとつ

なげようとする意欲も見られる。 
 
 
 

 
図 3 の教員は夢や目標がない児童への教育

相談のロールプレイを通して，夢や目標を持

っていない子どもが多い実態に気づく。その

中で，「夢を持て」という教師の発言自体が子

どもを苦しめることや，小学生の実態として，

今ワクワクすることを増やすことの方が重要

でないかなど，「展開型」の考え方に転換して

いる。 
 
 いずれの教員も自身に埋め込まれていた「目標達成型」から「展開型」の価値観への広がりや転換が

見られた。 
 
【教員のインタビューから得られた気付き】 
 続いて，キャリア学習会に参加してからの意識の変化を明らかにするためのインタビューを実施した

（実施日：2022 年 7~8 月，対象：学習会全参加の教員 9 名）。質問は，①学習会参加後のキャリア意識

の変化，②自身のキャリア形成と教育観が教育実践に及ぼす影響，③キャリア教育についての意見であ

図 3 教員のリフレクション③ 

図 1 教員のリフレクション① 

図 2 教員のリフレクション② 
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る。このインタビューにおいて，顕著に意識の変化がみられた教員の結果を紹介する。 
 
A 教諭（40 代） 

高学年の担任。A 教諭は自身が教師になるという夢を叶え，夢を持つことの大切さを子どもたちに伝

えてきた。しかし，学習会で「展開型」のキャリア形成について知って，実の子どもへの対応に変化が

あったという。 
夢っていうことに関しては，軽い言い方をしていたと思いました。自分の子どもに「あんた何になり

たいの？」って聞いても，わからないって言う。なんかそれをあかんていうふうに思っていたし，目標

を持ってやった方がいいみたいなことを言った自分もおったし，持っていないことにすごい焦りを感じ

たりとか。けど，今思うのは，そういうことじゃない，別に夢を持ってなくてもいいんかなって。今や

るべきことをしっかりやって，いろいろ吸収すればいいって。（中略）何か押し付けとったんかな，自

分の考えというか，夢を持つことが○みたいな。行動するとか，まずやってみるとか。 

 
このように A 教諭は，学習会に参加することで自身のキャリア意識を深め，自分自身のキャリアを

振り返り，これからの生き方を考える機会となった。また，学級の子どもたちへの投げかけや家庭での

子どもへの関わり方に変化があった。 
 
C 教諭（20 代） 

新採３年目，高学年担任。自身のキャリアは人との出会いが大きな機転となっていたと振り返ってい

た。夢を持つことに関して，次のように答えていた。 
夢っていうのはコロコロ変わってくるものであって，僕が夢を追い求めてきてなかった人なんで。流

れで教師になったんで，あんまり夢を持つことは大事に思ってないんですけど。でも，目標を高く設定

することはすごい大事だと思っています。挫折や壁にぶち当たるときがあって，自分の学力であったり，

家庭環境であったり。（中略）今自分がそこにおって自分の歩んでいく道っていうのは絶対固定されて

ないんですよ。あちこちに分岐されていくもので。あのときこうしたら，そのゴールに向かって修正す

るのではなくて，分岐した先でいろいろなことが待ち構えていた方が絶対楽しいんじゃないかなと思う

ので。教師なので子どもたちが夢を持つことが大事とか一応言うんですけど。正直なことを話すなら，

「今を楽しめ」って言いますね。 
 
 この発言（特に下線部）から，C 教諭は「計画的偶発性理論」と関連する考え方を持っていた。学習

会で自分の考えに理論が関連することに気づき，その後の教育活動に活かそうとする姿が見られた。 
 
（2）6年生児童を対象とした授業実践 

授業実践では，「自己理解・自己管理能力」「キャリアプランニング能力」に焦点をあてて，「わたし

デザインマップ」の作成を通して，アイデンティティの形成を図った（実施日：2022 年 9~10 月，対象：

6 年生児童 132 名）。授業デザインは以下のとおりである（表 3） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 表 3 授業デザイン 
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【結果と気づき】 
筆者による講義【第１時】は，児童のキャ

リア意識を深めることをねらいとした。「目

標達成型」と「展開型」の話をして，「夢を持

つことが大切」と考える児童が 9 割を占める

中，上記のような児童の感想があった（図 4）。
他にも「夢を持つことが大切だと思っていた

が，人それぞれあっていい」「夢を持つこと

に対して否定している人の意見も納得でき

た」という感想があった。固定観念を抱いて

いた児童が，講義や他者の意見に触れて視野

が広がることで，他者の意見を聞くという気

持ちも生まれ，キャリア意識を変化させたよ

うである。 
第 2 時〜第 5 時で取り組んだ「わたしデザ

インマップ」づくりでは，自分の「好き」を

要素分解することで「強み」を見つけ，その

「強み」を将来のイメージに沿って組み立て

るものである。その一連の活動は，普段自分の「好き」や「強み」について考えたことのない児童にと

って難しい活動になったが，「自分のことを真剣に考えることができた」と振り返る児童が多数いた。

これまで自分の将来のことを深く考えていなかったり，考えていても夢がないといった理由から不安を

抱いていた児童にとって，将来を不安視しなくてもいいということに気づかせる実践となった。 
 
 
Ⅳ ライフキャリア教育推進に向けての考察 

 
１ 理論研究から導かれた視点の検討 

 これまでの理論的検討と調査研究の成果を踏まえて，ライフキャリア教育推進のための重要な論点に

ついて考察を加える。具体的には，次の問いに答える。 
 
 
 
 
以下では，この問いについての結論と考察を加える。 
 
①①教教員員やや子子どどももががワワーーククキキャャリリアアををラライイフフキキャャリリアアととししてて認認識識すするるこことと。。そそししてて，，文文部部科科学学省省がが提提唱唱すす

るる「「夢夢＝＝職職業業」」とといいうう価価値値観観やや「「夢夢やや目目標標あありりきき」」のの「「目目標標達達成成型型」」ののキキャャリリアア形形成成のの視視野野をを，，ププロロテテ

ィィアアンン・・キキャャリリアアやや計計画画的的偶偶発発性性理理論論をを基基礎礎ととししたた「「展展開開型型」」ののキキャャリリアア形形成成へへ広広げげるるこことと。。そそのの 2 点点

にに大大ききなな意意義義ががああるる。。 
 
 本調査では，教員と子どもたちの多くに「夢＝職業」という価値観が見られることが明らかになった。

教員は「夢＝職業」と考えてしまうことに違和感を抱き，「目標達成型」に価値を置くキャリア教育の

在り方について危惧していた。児童のアンケートではおよそ９割が「夢を持つこと」に価値を置いてい

ることがわかった。 
 
 
 
 

人生 100 年時代において，ライフキャリア教育推進のためには，プロティアン・キャリアと計画的

偶発性理論の考え方がどのように活かせるのか？ 

図 4 児童のリフレクション 
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そのような実態の中，プロティアン・

キャリアや計画的偶発性理論は，既存の

価値観から脱却し，教員や子どもに新た

な視点を与える結果になったと言えよ

う。図 5 は A 教諭の最後のリフレクショ

ンである。特筆すべきは，「決定したこと

でも，柔軟に対応し，時には変えていく

こと」の部分である。これはまさに「プ

ロティアン・キャリア」の考え方であり，

A 教諭自らこのことに気づいたことに

大きな意味があった。以上から，文部科

学省が提唱するキャリア教育では視野

が狭くなりがちであるという課題が浮

き彫りになり，両理論が教員や子どもの

視野を広める契機になるとわかったことが，本研究の最大の成果である。 
 
②②専専門門性性をを持持っったた筆筆者者がが，，所所属属校校でで任任意意研研修修をを開開催催ししててアアククシショョンンリリササーーチチをを行行ううここととやや 6 年年生生児児童童

をを対対象象ととししたたキキャャリリアア学学習習でで担担任任団団とと協協働働的的なな授授業業実実践践ををすするるここととでで，，学学びびのの場場をを提提供供ししたたここととににはは

一一定定のの効効果果ははああっったた。。ししかかしし，，学学んんでで終終わわりりににななっったたりり，，今今後後のの教教育育活活動動へへ活活かかししたたりりすするるここととににつついい

ててはは，，個個人人にに任任さされれててししままうう。。ままたた，，筆筆者者がが働働ききかかけけるるここととにによよりり，，教教員員がが受受けけ身身のの状状態態ににななっっててししまま

うう。。 
 
本調査では，ライフキャリア教育推進のために，“研修”という形と“協働による授業実践”という

2 つの形をとった。教員のリフレクションの記述から判断すると，教員研修でライフキャリア教育推進

を図ることには，少なからぬ効果があったことを実感している。キャリア学習会を毎回楽しみにしてい

た教員も少なくなく，新たな視点や学びを得たと絶賛していただいた教員もいた。 
 その一方で，筆者が感じた課題は以下のとおりであった。 
 
☑任意研修としたことで，全ての教員の参加が叶わず，学ぶ意識の高い教員の集まりになってしまった。

初回は興味本位で学びに来たが，2 回目以降は姿を見せなくなった教員もいた。 
☑学習会の主体が筆者になってしまった。演習や課題などを交えながら会を運営したにしても，どうし

ても参加した教員が受け身の状態になってしまっていたことは否めない。 
☑管理職の先生に参加いただくことはなかった。立場上の問題もあるかもしれない。 
 
 このたびの取り組みには，職務の多忙化や「働き方改革」が叫ばれる中にあって，多数の教員に参加

していただいた。ここで大切なのは，①学んだことを子どもたちに返していくことであり，②教員一人

ひとりが高い意識を持ち，教育実践を進めていくことである。教員が主体的にキャリア意識を高め，教

育実践を進めていくことが，ライフキャリア教育推進のために欠かせない要件である。 
 
２ ライフキャリア教育推進をめぐる今後の目指す方向性 

以上の調査結果を踏まえて，本節では，今後のライフキャリア教育推進のために，具体的にどのよう

な考え方や行為を大切にすればよいかについての提案を示しておきたい。 
 
自己研鑽（個人）にかかわって 
①①ワワーーククキキャャリリアアととラライイフフキキャャリリアアのの違違いいをを認認識識しし，，理理論論をを取取りり入入れれるる。。 
 担当による講義の形や外部講師の講義でもよい。ワークキャリアとライフキャリアの違いを認識し，

ライフキャリアとして捉え直すことが第一歩である。そして，ライフキャリアを裏付ける理論を取り入

れることで，よりいっそうの説得力が増す。本調査においても，教員が納得していた部分は理論のとこ

図 5 A 教諭のリフレクション 
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ろが多かった。自分自身の考えが理論と繋がっていると理解度が増す。 
 
②②教教員員自自身身ののキキャャリリアアをを振振りり返返るる場場をを設設定定すするる。。 
 まずは教員がキャリアについて興味関心を持つことが重要である。そのために，自分自身の人生につ

いて過去―現在―未来を通して考える機会を設けるとよい。 
 
授業研究・校内研修にかかわって（集団） 
③③教教育育活活動動全全体体でで，，基基礎礎的的・・汎汎用用的的能能力力をを養養うう場場面面をを確確認認すするる。。そそししてて授授業業をを教教員員同同士士でで見見合合っったたりり，，

実実践践をを報報告告しし合合っったたりりすするるここととをを通通ししてて，，子子どどもものの学学びびをを見見取取るる。。 
 教育活動の中のどの場面で，どういう基礎的・汎用的能力が身につくのか。また，発達段階によって

どのような力が身につくと，将来につながるのか，など，具体的な子どもの姿を想定した上で教育活動

を進める。そして，授業を実践したり観察したりすることを通して，子どもの学びの変化を見取ること

に慣れることが重要である。 
 
④④ググルルーーププワワーーククをを通通ししたた教教員員研研修修やや授授業業実実践践 
 協働的な学びを通して，キャリア意識が深まる。キャリア学習の中に協働的に学ぶ場面を取り入れる

ことで，効果的に実践できる。 
 
学校組織運営にかかわって 
⑤⑤校校内内研研修修のの一一環環ととししててののキキャャリリアア学学習習会会【【任任意意】】 
 任意研修とすると，学ぶ意欲のある教員が集まる。より質の高い研修が可能となる。キャリア教育に

関する行政資料，キャリア教育設置背景，キャリア理論，教育実践，外部講師による教育講演会など，

より踏み込んだライフキャリア教育の推進が図れる。学習者が主体的な学びとなるような研修の工夫が

必要である。 
 
⑥⑥校校内内研研修修ににおおけけるるキキャャリリアア学学習習会会【【全全員員参参加加】】 
 学校教育目標がキャリア教育に関係している場合，キャリア教育を柱とした研修が可能となる。教育

活動全般で基礎的・汎用的な能力を養うことに重点を起き，教育実践の還流や授業提案など，従来の研

修方法で可能となる。教員が一体となってキャリア教育を意識的に推進することが大切である。 
 
⑦⑦中中学学校校区区ににおおいいててののキキャャリリアア教教育育研研修修会会 
 中学校区で，各小中学校で共通のキャリア教育全体計画を立案し，実践していく。各学校でキャリア

教育担当（窓口）を決める。義務教育 9 カ年でどのような子どもに育てるのか，各校が共通理解を図る。

学校の実態によって，目指す子どもの姿を考える。小中で授業や子どもの様子を見合ったりするなど，

連携が必要である。 
 
保護者・地域（環境）にかかわって 
⑧⑧地地域域人人材材やや外外部部講講師師をを招招いいたた教教育育講講演演会会ななどど，，魅魅力力的的なな大大人人ととかかかかわわるる機機会会をを設設定定すするる。。 
 本調査では，子どもたちが魅力的な大人とかかわることを通じて，自身のキャリア意識を深め，将来

に対する考え方によい変化をもたらすことが明らかになった。教員だけでなく，地域人材や外部講師を

招き，キャリア学習を行うことは，子どもたちの人間関係・社会形成能力を身につける絶好の機会とな

るだろう。 
 
 ⑥⑦については，現在行われている学校もある。問題なのは，教員のキャリア教育に対する認識が不

足していたり，共有されていなかったりする点である。これらを踏まえると，⑤のような任意研修の質

を高めて，教員が学びを深め，周囲の教員に伝えていく方法がよいだろう。 
その他（⑥⑦以外）は，本調査で実践したことであり，筆者としては一定の効果があると感じている。

校内研修の効果を高めるために大事なのは，既存の価値観や前提に囚われ，「学んで終わり」のような
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受身的な研修ではなく，教員集団によるリフレク

ションを通じて自分たち自身の認識や前提を批判

的に問い直すことで，より良い実践へと改善して

いく態度や姿勢（ダブルループ学習）である。図 6
は，B 教諭がリフレクションの重要性に気づいた

ことが読み取れる記述である。教員の主体的な学

びを実現できる環境設定をどのようにするかが今

後の課題である。 
 
 
 
 
 

 
３ キャリア教育モデル 

 上述の課題を克服するためには，キャリア教育をどのように理解すればいいのだろうか。ここでは，

シングルループ学習とダブルループ学習のモデルを手掛かりとして考えてみたい。 
図 7 は，従来のキャリア教育を表したモデルである。従来のキャリア教育には，「夢や目標を持つこ

とは大切である」という前提があり，これを基に現場では教員がカリキュラムを考え，児童に与えてい

る現状と考える。その結果として，児童が夢や職業といった将来なりたいものを持ったか持たなかった

かに固執することになる。こうなると，振り返りでは，前提を見直すことなく，手段（与え方）を見直

すというシングルループに留まってしまう。これでは，いつまでたってもワークキャリアから脱却する

ことが難しく，児童を苦しめてしまうことになりかねない。また，ここでの児童は，教師から与えられ

たものに答えていく「subject」としての「主体」となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このようなキャリア教育の課題を克服するために，筆者は次のモデルを提案する（名付けて OCM（岡

田キャリアモデル：図 8））。 
このモデルの特徴は，既存の価値を問い直すダブルループ，前提を裏付ける理論，教員の協働的なリ

フレクションである。教員は自らの実践や学校全体の取り組みを俯瞰的に見つめ直すリフレクションを

協働で行う。キャリア教育の中で鍵を握るのは「本物の人・モノ・こと」である。その出会いによって，

児童の中に問いが生まれ，自ら探究的な学習をスパイラルで繰り返すような環境設定が重要である。そ

のときの児童は，自分らしい生き方を考え続ける行為主体（Agent）となる。ここでの教員の役割は，

「教えること」というよりは，自分の前提を問い直しながら「子どもたちが探究できる場を設定するこ

と」になる。このような資質・能力を育てることがライフキャリアである。このモデルを意識すること

が，多くの学校現場においてライフキャリア教育を推進するために重要であると考える。 

図 6 B 教諭のリフレクション 

図 7 シングルループ学習を基礎としたキャリア教育（西 2017 を参考に筆者作成） 
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Ⅴ 今後の課題 

 
本研究では「教員のキャリア意識が高まることで，子どものキャリア意識は高まるのか？」という問

いに対して，その明確な関連を解明するには至らなかった。今後はこの関連をとらえる枠組みや指標の

開発を行う必要がある。また，キャリア教育の真の成果を明らかにするためには，卒業後の子どもたち

を長期に渡って追跡調査する必要があるが，公立学校では限界がある。本研究を「始めの一歩」として，

今後に活かしていきたい。 
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